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本庄市社協だより

赤十字奉仕団が“春まつり”でPR活動 第 24 号
　５月１５日の「本庄総合公園春まつり」において、
本庄市赤十字奉仕団が赤十字PR活動と物品販売を
行いました。売上金は日本赤十字社や本庄市社協
の事業資金のほか、義援金として提供されました。
また、会場内では東日本大震災に対するたくさん
の義援金が寄せられ、被災地の復興支援に提供さ
れました。みなさまの温かい善意に心より感謝申
し上げます。
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被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
（
エ
ー
ザ
イ
桜
友
の
会
）　

高
橋
一
明

　

東
日
本
大
震
災
の
報
道
を
見
る
に
つ
け
、
居
て
も
立
っ

て
も
い
ら
れ
ず
、
定
年
を
機
に
わ
ず
か
ば
か
り
の
救
援
物

資
を
持
っ
て
車
で
被
災
地
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
っ
て
き
た

の
で
、
報
告
し
ま
す
。
現
地
で
は
あ
ま
り
の
惨
状
に
声
も

出
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
が
れ
き
の
山
を
片
付
け
る
だ
け
で

も
、
２
〜
３
年
は
か
か
り
そ
う
で
す
。
息
の
長
い
支
援
が

必
要
だ
と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

月
日 

：
４
月
10
日
〜
14
日

　

場
所 

：
宮
城
県
石
巻
市
、
亘わ
た
り理

町

　

石
巻
で
は
、
避
難
所
の
中
学
校
に
送
ら
れ
た
救
援
物
資

の
整
理
を
行
な
い
ま
し
た
。
段
ボ
ー
ル
箱
が
教
室
の
中
に

山
の
よ
う
に
積
ま
れ
て
お
り
、
廊
下
も
通
路
が
無
い
ほ

ど
で
し
た
。
７
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し
て
避
難
者

の
方
々
の
協
力
も
得
て
、
出
来
る
だ
け
利
用
で
き
る
よ
う

に
仕
分
け
し
整
理
し
ま
し
た
。
ま
だ
余
震
が
多
く
前
日
に

使
っ
た
道
路
が
、
翌
日
は
使
え
な
い
程
で
し
た
。

　

亘
理
町
で
は
、
個
人
宅
の
が
れ
き
・
汚
泥
の
片
づ
け
に

行
き
ま
し
た
。
１
階
の
天
井
近
く
ま
で
、
海
水
に
つ
か
っ

た
跡
が
あ
り
ま
し
た
。
10
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
ど
う

に
か
１
階
の
各
部
屋
の
汚
泥
、
不
用
品
の
片
づ
け
を
終
え

る
事
が
出
来
ま
し
た
。
翌
日
は
、
イ
チ
ゴ
農
家
の
片
づ
け

で
す
。
収
穫
期
直
前
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
い
ち
ご
は
全

滅
し
流
れ
て
き
た
が
れ
き
に
埋
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
大
変

で
し
た
が
、
作
業
を
終
え
て
帰
り
際
の
、
親
父
さ
ん
の
嬉

し
そ
う
な
笑
顔
が
、
最
高
で
し
た
。

　

あ
の
笑
顔
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
時
間
が
と
れ
た
ら
再

度
お
手
伝
い
に
行
き
た
い
。
ま
た
本
庄
で
出
来
る
事
を
探

し
て
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。

　
（
＊
高
橋
さ
ん
は
、
本
庄
に
戻
ら
れ
た
あ
と
、
市
民
に
家
庭
で
不
要

に
な
っ
た
自
転
車
の
寄
付
を
呼
び
か
け
、
被
災
地
へ
自
転
車
を
届
け
た

い
と
発
案
、
こ
れ
か
ら
具
体
的
な
取
り
組
み
を
開
始
す
る
そ
う
で
す
。）

を
願
い
、
今
後
も
支
援
活
動
に

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
の
で
、
引
き
続
き
み
な
さ
ま

の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
は
、

日
本
国
内
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
中
に
お
こ
る
様
々

な
事
故
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
を
補
償
す
る
保
険
で
す
。 

災
害
時
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
さ
れ
る
際
に
は
、
天

災
（
地
震
・
噴
火
・
津
波
）
に

起
因
す
る
被
保
険
者
自
身
の
ケ

ガ
も
補
償
す
る
天
災
タ
イ
プ
の

加
入
を
お
勧
め
し
ま
す
。
本
庄

市
社
協
で
は
、
保
険
加
入
の
手

続
き
を
行
っ
て
い
ま
す
。
活
動

前
に
印
鑑
を
持
参
の
上
、
ご
来

所
く
だ
さ
い
。

　

平
成
23
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
保
険
年
間
保
険
料
（
補
償

期
間
：
加
入
日
〜
平
成
24
年
３

月
31
日
）

　

３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日

本
大
震
災
に
お
き
ま
し
て
、
亡

く
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
ご

冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
被
災
さ
れ
た
み
な

さ
ま
と
ご
家
族
の
方
々
に
謹
ん

で
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
庄
市
社
協
は
、
本
庄
市
と

合
同
対
策
本
部
を
設
置
し
、
義

援
金
及
び
救
援
物
資
の
受
け
入

れ
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た

方
に
対
し
、
多
く
の
市
民
の
み

な
さ
ま
か
ら
あ
た
た
か
い
お
気

持
ち
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
５
月
31

日
時
点
で
、
５
７
，０
７
８
，７

３
７
円
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
４
月
13
日
で

受
付
を
一
時
停
止
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
救
援
物
資
は
、
福
島
県

郡
山
市
（
本
庄
市
ト
ラ
ッ
ク
協

会
の
ご
協
力
）
に
続
い
て
、
加

須
市
に
避
難
さ
れ
て
い
る
福
島

県
双
葉
町
の
み
な
さ
ま
へ
お
届

け
し
ま
し
た
。

　

本
庄
市
社
協
で
は
、
一
日
も

早
い
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
と

被
災
さ
れ
た
方
々
の
生
活
再
建

９月30日まで
義援金を

受け付けています！

被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
前
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
に

ご
加
入
く
だ
さ
い
！

     

天
災
Ａ
プ
ラ
ン　

４
９
０
円

   

天
災
Ｂ
プ
ラ
ン　

７
２
０
円

＊
詳
し
く
は
本
庄
市
社
協
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



●3 社協だより

　社会福祉協議会（社協）は「福祉のまちづくりのために地域住民を主体に組織さ
れた民間の福祉団体」です。その運営は、市民のみなさまから「社協会費」をはじめ、
寄付金や県・市からの補助金、共同募金の配分金で賄われています。
　「社協会費」は、ボランティア活動・小地域活動・公的制度にはないサービスなど
「誰もが安心して心豊かに暮らせる地域づくり」のために、住民参加の地域福祉活動
を目指した、社協独自の事業を進めるうえで大切な財源の一つになっています。一
人ひとりが「地域福祉」を自らの活動と受け止め、地域福祉活動に間接的に参加し
ていただけるという意味を持っています。社協の活動にご理解いただき、ひとりで
も多くのみなさまの社協会費へのご協力をお願いします。
  新規加入の受付は随時行っていますので、ご連絡をくださればお伺いします。また、
６月から 10月にかけて会社企業、関係機関、自治会等の各種団体、個人等のみなさ
まにご協力を依頼する予定ですので、よろしくお願いします。

みなさまから寄せられた会費は次のように有効に使わせていただいています

○ボランティア活動を応援するために
    ・ボランティアセンターの運営
　・ボランティアの育成と支援
　・福祉教育の推進　等

 ○明日を担う子どもたちのために
    ・ふれあい里親事業実施　
    ・子育て支援活動の推進　等

○心豊かな老後のために
    ・乳酸菌飲料配布サービス         　
    ・配食サービス
    ・ふれあいいきいきサロン活動 等  

○障害児（者）を応援するために
    ・車いす仕様車の貸出
    ・車いすの貸出  
    ・障がい者作品展開催　等

会員区分

普通会費

特別会費

法人会費

年　額

３００円以上

１,０００円以上

３,０００円以上
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○
会
務
の
運
営

 

・ 

理
事
会
・
評
議
員
会
・
監
事
会
の
開
催              

○
社
協
の
強
化
発
展
計
画
の
推
進

 

・ 

会
員
増
強
運
動
に
よ
る
自
主
財
源
の
確

保

 

・ 

寄
付
金
募
集
に
よ
る
自
主
財
源
の
確
保

○
介
護
保
険
事
業

 

・
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
事
業

 

・
ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
事
業

○
障
害
者
自
立
支
援
事
業

 

・ 

身
体
障
害
者
、
知
的
障
害
者
、
精
神
障

害
者
へ
の
訪
問
介
護

○
有
償
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事
業

 

・ 

日
常
生
活
に
お
け
る
家
事
援
助
の
実
施

 

・
協
力
員
研
修
及
び
定
例
会
の
実
施                

○
生
活
福
祉
事
業

 

・
生
活
福
祉
資
金
等
の
貸
付

○
日
本
赤
十
字
社
事
業

 

・
日
本
赤
十
字
社
社
資
募
集
活
動

 

・
被
災
世
帯
へ
の
救
援
物
資
の
提
供

 

・
総
合
防
災
体
制
擁
立
へ
の
取
り
組
み

 

・
救
急
法
講
習
会
の
開
催

 

・
赤
十
字
奉
仕
団
活
動
の
推
進

 

・ 

国
内
災
害
義
援
金
、
海
外
救
援
金
の
募

集
と
受
付

 

・ 

救
援
物
資
募
集
、
避
難
者
支
援
へ
の
対

応
○
共
同
募
金
事
業

 

・
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
推
進

 

・
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
推
進

○
児
童
・
母
子
寡
婦
福
祉
事
業

 

・
子
ど
も
の
遊
び
場
整
備
助
成
事
業

 

・
ふ
れ
あ
い
里
親
事
業
の
実
施
 

・
青
少
年
非
行
防
止
運
動
へ
の
助
成

 

・
子
育
て
支
援
活
動
の
推
進

○
高
齢
者
福
祉
事
業

 

・ 

地
域
住
民
に
よ
る
見
守
り
活
動
の
推
進

 

・ 

乳
酸
菌
飲
料
配
布
サ
ー
ビ
ス
の
実
施 

 

・
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
実
施  

 

・
友
愛
通
信
事
業

 

・ 

ふ
れ
あ
い
食
事
会
及
び
地
域
会
食
種
ま

き
事
業
の
推
進

 

・ 

ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
活
動
の
推

進

 

・ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会

へ
の
参
加　

 

・ 

介
護
ビ
デ
オ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
並
び

に
高
齢
者
疑
似
体
験
セ
ッ
ト
の
貸
出

 

・
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
助
成

○
障
害
児
（
者
）
福
祉
事
業

 

・
障
害
児
（
者
）
対
策
へ
の
助
成

 

・
車
い
す
仕
様
車
の
貸
出

 

・
福
祉
機
器
の
貸
出 

 

・「
障
が
い
者
作
品
展
」
の
開
催

 

・
共
学
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業
の
推
進

 

・
ふ
れ
愛
夏
祭
実
施
協
力

○
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
事
業

 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営

 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
と
支
援

 

・
研
修
及
び
講
座
の
開
催

 

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展

開

 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
の
開
催

 

・
福
祉
情
報
の
収
集
及
び
提
供

 

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
会
へ
の

支
援

 
・
福
祉
教
育
推
進
校
の
指
定

 
・
福
祉
教
育
の
推
進

 

・
体
験
機
材
の
貸
出

 

・ 

児
玉
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

へ
の
参
加

 

・ 

シ
ニ
ア
の
た
め
の
生
活
応
援
講
座
の
開

催

 

・ 

地
域
の
災
害
対
応
力
強
化
へ
の
取
り
組
み

○
相
談
事
業

 

・
心
配
ご
と
相
談
所
の
運
営

 

・
結
婚
相
談
所
の
運
営　

○
広
報
活
動

 

・ 

社
協
広
報
紙
「
ハ
ー
ト
＆
ハ
ー
ト
」
の

発
行
（
年
４
回
）

 

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
啓
発
紙
・
情
報
紙
の
発

行

 

・ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
広
報
啓
発
活
動

○
学
生
受
け
入
れ
事
業

 

・ 

中
学
生
社
会
チ
ャ
レ
ン
ジ
体
験
事
業
へ

の
協
力

 

・
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
へ
の
協
力

○
受
託
事
業

 

・ 

高
齢
者
生
活
支
援
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派

遣
事
業

 

・ 

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

事
業

 

・
障
害
者
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
事
業

 

・
児
玉
郡
市
手
話
通
訳
者
派
遣
事
業

 

・
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

 

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業

○
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
事
業

 

・ 

不
要
入
れ
歯
等
貴
金
属
リ
サ
イ
ク
ル
事

業

 

・ 

資
源
回
収
へ
の
協
力
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

キ
ャ
ッ
プ
回
収
等
）

 

・ 

収
集
活
動
支
援
（
使
用
済
み
切
手
等
の

収
受
と
提
供
）

本
庄
市
社
協
で
は
、平
成
23
年
度
は
次
の
内
容
を
重
点
目
標
と
し
、各
種
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

【
今
年
度
の
重
点
目
標
】

・ 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
と
市

民
の
生
き
が
い
づ
く
り　
　

・
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
推
進

・
総
合
的
な
災
害
対
応
力
の
強
化

・ 

自
主
財
源
の
確
保
と
基
礎
整
備
の

強
化 平

成
23
年
度
事
業
計
画
〜
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
〜
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〜
日
本
赤
十
字
社
よ
り
お
知
ら
せ
〜

日
本
赤
十
字
社
社
資
募
集

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
一
定
の
社
費
を
納
め
る
社
員
（
会
員
）
に
よ
っ
て
組
織
さ

れ
た
法
人
で
あ
っ
て
、
一
切
の
事
業
は
そ
の
社
員
組
織
に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
の
「
社
員
」
と
は
、
赤
十
字
の
目
的
や
事
業
を
理
解
さ
れ
、
毎
年

５
０
０
円
以
上
の
金
額
（
社
費
）
を
納
め
て
い
た
だ
く
個
人
・
法
人
・
団
体
を
指
し
、

赤
十
字
の
組
織
基
盤
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
も
日
本
赤
十
字
社
社
費
（
日
赤
社
資
）
を
市
民
の
方
を
は
じ
め
、各
自
治
会
、

各
種
団
体
、
会
社
企
業
等
に
ご
協
力
を
呼
び
掛
け
て
い
き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

赤
十
字
救
急
法
開
催

　

日
本
赤
十
字
社
本
庄
市
地
区
で
は
、
埼
玉
県
支
部

と
の
共
催
で
、
毎
年
恒
例
の
「
救
急
法
基
礎
講
習
」

を
５
月
21
日
（
土
）
に
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
18
名

の
受
講
生
が
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
な

ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

受
講
生
か
ら
は
「
万
一
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
っ
た
」「
受
講
し
て
非
常
に
た
め
に
な
っ
た
」

な
ど
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
指
導
員
か
ら

は
「
い
ざ
と
い
う
時
に
役
立
つ
よ
う
に
、
繰
り
返
し

受
講
し
て
欲
し
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
庄
市
地
区
で
は
、
今
後
も
講
習
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

〜
救
急
法
基
礎
講
習
の
よ
う
す
〜

■
急
募
■
登
録
ヘ
ル
パ
�
を
募
集
し
ま
す
！

　

初
心
者
大
歓
迎
！

　

自
信
が
つ
く
ま
で
先
輩
が
同
行
い
た
し
ま
す
�

　

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
！  

問
い
合
わ
せ　

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

電
話
（
24
）
８
０
０
８

平成23年度予算（総予算186,215千円）

支出
186,215

収入
186,215

繰越金
11,006

その他の収入
830

経理区分間
繰入金収入
9,222

介護保険収入
65,041

受託金収入
12,473

共同募金
配分金収入
10,093

事業収入
3,622

貸付事業収入
2,250

会費収入
5,643

寄付金収入
3,500

補助金等収入
62,535

ファミリー・サポート・
センター事業
2,634

日赤本庄市
地区事業費
621

ケアプラン
センター事業
18,800

日赤本庄市
地区事務費
602

ヘルパー
ステーション
事業
52,106

法人運営事業
74,135

共同募金
配分金事業
10,545

障害者ガイド
ヘルパー派遣事業

1,320

地域福祉
活動事業
7,218

福祉サービス
利用援助事業

847

児玉郡市手話
通訳者派遣事業

7,963

有償家事援助
サービス事業
3,214

心配ごと相談事業
256

福祉資金貸付事業
3,360

ボランティア
活動事業
2,594

（単位：千円）
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夏のボランティア体験プログラム

参加者募集！！
2011
１.  申し込み方法
　　下記の中から参加したいメニューを選び、電話または FAXでお申し込みください。
　　受付開始日 ６月 20日（月）※土日祝日を除く　  受付時間 ８：30～ 17：15
　　※小中学生ボランティアスクールのみ６月 27日（月）から受付開始
２.  申し込み・問い合わせ先
　　本庄市ボランティアセンター　 電話（24）2755　 FAX（21）5516
　　児玉支所　　　　　　　　　　 電話（73）1237　 FAX（72）7555
３.  事前説明会
　　下記のメニューの①②③⑤～⑨は必ずどちらかの事前説明会に参加してください。
　　Ⅰ　７月 7日（木）　　　 　16：00～　　児玉総合支所第二庁舎大会議室
　　Ⅱ　７月 8日（金）　１回目 15：00～　　コミュニティセンター多目的ホール
　　　　　　　　　　  　２回目 16：00～　　　　　　　　　″　
　　※事前説明会に参加できない場合は、個別で対応します。

メニュー　一覧表
分野 No. メニュー名 活動内容 会場 期日・時間 対象 お願い・その他

子
ど
も

障
害
児

障
害
者

高
齢
者

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
そ
の
他

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

保育
ボランティア

学童保育
ボランティア

障害児学童保育
ボランティア

みんなで
あそぼう！
ボランティア

チャレンジ
The 障害者施設

心の病ってわかりますか？
佐久間さんち
ボランティア

特養
ワーキング･
プロジェクト

デイサービス
ボランティア

小中学生
ボランティア
スクール本庄会場

小中学生
ボランティア
スクール児玉会場

ふれ愛夏祭
サポーター

保育士にチャレンジ

学童保育所で遊びな
がら子どもたちと交
流

特別支援学校に通う
子どもたちの学童保
育

障害児・者を対象に
したレクリエーショ
ンのお手伝い

障害をもつ人たちと
作業やレクリエー
ションを通して交流

心の病について理解を
深めるボランティア

市内特別養護老人
ホームでの介護体験

デイサービスで、お
年寄りと交流

手話体験、国際交流
アニマルセラピーなど

手話体験、炊出し体
験、国際交流など

ふれ愛夏祭での物品
販売のお手伝い

市内保育所（園）

・市内学童保育所
・日の出児童センター
・前原児童センター

・大きな樹
・ポプラ学童 (深谷市 )

いまい台交流センター

・ 知的障害者通所更生施設
ひまわり
・ 就労継続支援B型 
はなわの杜

就労継続支援B型
佐久間さんち

市内特別養護老人
ホーム

市内デイサービス
センター

仁手公民館

・児玉総合支所
・観光農業センター

本庄総合公園体育館
（シルクドーム）周辺

夏休み期間中の
３日間以上を選択

夏休み期間中

８/３（水）
14：00～ 16：00（予定）

夏休み期間中の
３日間以上を選択

夏休み期間中

夏休み期間中の
３日間以上を選択

夏休み期間中

パート１
7/25（月）～ 27（水）
9：30～ 15：00

パート２
8/17（水）～ 19（金）
9：30～ 15：00

８/10（水）～８/12（金）
10：00～ 15：00

9/11（日）
12：30～ 16：30（予定）

中学生以上

中学生以上

学生･社会人
＊ポプラは
  高校生以上

大学生
専門学生
20名

高校生以上

高校生以上

中学生以上

高校生以上

小中学生
各 20名

小中学生
20名

中学生以上

・事前説明会参加
・ ボランティア保険加入
（２８０円）

・事前説明会参加
・ ボランティア保険加入
（２８０円）

・動きやすい服装
・上履き
・飲み物持参

・事前説明会参加
・ ボランティア保険加入
（２８０円）
・ 施設により昼食代実費

・お弁当･飲み物持参
・３日間必ず参加

・お弁当･飲み物持参
・３日間必ず参加

・詳細は後日通知
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　障害児者施設・団体やボランティア団体等による
「ふれ愛夏祭」が開催されます。気軽にお出掛けく
ださい。ご来場をお待ちしております。
日時　９月 11日（日）12：30～ 16：30（予定）
会場　本庄総合公園体育館（シルクドーム）周辺
内容　模擬店・バザー・展示・ステージ発表等
　　※本庄市社協も会員募集や当日会場内でのボラ
　　ンティア派遣を行います。

「ふれ愛夏祭」を開催 ～ボランティア通信～

ふれあいいきいきサロン
　ふれあいいきいきサロンは、高齢者や障害者、子
育て中のお母さんなどが身近な地域で、ボランティ
アや地域の人たちと一緒に楽しく過ごす住民主体の
活動です。活動の内容は、お茶を飲みながらおしゃ
べりやカラオケを楽しんだり、ものづくりをしたり
と、サロンによってさまざまです。
　現在、市内 11 か所のサロンが活動中です。サロ
ン活動についてのお問い合わせは本庄市社協までお
願いします。

新たに活動開始！
「サロンいずみ」

～エコキャップ回収報告～
　多くのみなさまにご協力いただいていますエコ
キャップ回収。実績をお知らせします。
 本庄市社協の実績　（平成 23年２月～平成 23年４月）
　累計個数　　　　　　　224,000 個
　ワクチン　　　　　　　　280人分
　累計のCO2削減効果　 　1,764 ㎏
～エコキャップ回収拠点について～

　  （事務所移転のため、変更になりました）
　・本庄市社協　　　　　本庄市久々宇 318-1
　　　　　　　　　　 　  電話（24）2755
　・本庄市社協児玉支所　本庄市児玉町八幡山 368
　　　　　　　　　　　   電話（73）1237
　・デイケアひまわり　　本庄市小島南 2-4-9
　　　　　　　　　　　   電話（21）6568
　・はぁとページ　　　　本庄市若泉 2-1-22
　　　　　　　　　　　   電話（22）4091
  以上の場所で回収しております。
   回収できるキャップはPP（ポロプロピレン）に限  
ります。

子育てサロン「ゆうゆう」　
　子育て応援団「本庄びすけっと」では、未就園児
の親子を対象とした子育てサロンを開催していま
す。手遊び・絵本の読み聞かせのほか、手作りおも
ちゃでの楽しい自由遊びもあります。子育ての息抜
きに、お友達作りに、気軽に遊びに来て下さい。
日時・会場　前原児童センター　　毎月第１金曜日
　　　　　　日の出児童センター　毎月第３月曜日
　　　　　　 児玉つどいの広場　　 ４、６、10、１、
　　　　　　（児玉総合支所内）　   ３月の第４月曜日

　　　各会場とも　10：00～ 11：30

サマーキャンプ 2011
ボランティアスタッフ募集！

　本庄市青少年相談員は、県知事から委嘱を受け、
地域の子どもたちのよきお兄さん、お姉さんとして、
ボランティア活動を推進している団体です。現在、
小学校４・５年生を対象とした夏のサマーキャンプ
の引率をしてくれる市内在住・在学・在勤で１８歳
～３０歳までの人（高校生を除く）を大募集してい
ます。自然の中で子どもたちと本気で遊びたい！楽
しませたい！という人、ぜひお待ちしています。
サマーキャンプ日時・会場　
事前説明会　７月 30日（土）
　　　　　　10：00～ 14：30　中央公民館
キャンプ　　８月６日（土）～８月７日（日）　
　　　　　　県立小川げんきプラザ　　　　　
問い合わせ　本庄市教育委員会生涯学習課　
　　　　　　青少年相談員担当　電話（22）3248

介護者がホッとできる場づくり
　介護サポーターズクラブ本庄は、これまでの介護
に関する事業（勉強・セミナーの開催・情報提供な
ど）に加え、今年度は介護をする人を支える事業を
立ち上げました。介護の相談、悩み・心配ごとなど、
同じ悩みを持つ仲間や経験者と一緒に語り合い、少
し心を軽くしてみませんか？小さなことでも気軽に
ご相談ください。
日時　　毎週第２・４水曜日　13：00～ 15：00
会場　　本庄市社協内ボランティア室
問い合わせ　介護サポーターズクラブ本庄
　　　　　　電話（21）4500（宮里）

本庄市児玉郡広域手話通訳問題研究会
　本庄市児玉郡広域手話通訳問題研究会では、より
良い手話通訳制度と地域福祉の向上を目指し、聴覚
障害者問題の啓発や市内小中学校の手話教室をサ
ポート、一般向け手話講習会の協力をしています。
問い合わせ　本庄市社協　電話（24）2755

申し込み、問い合わせ
本庄市ボランティアセンター（24）2755
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た く さ ん の 善 意

あ り が と う
（平成23年3月1日～平成23年5月31日・敬称略）

事務所移転のお知らせ
　本庄市社会福祉協議会は、今まで本庄市民プ
ラザに事務所を置いておりましたが、震災の影
響により、平成 23年５月２日から仁手小学校北
側・旧埼玉ひびきの農業協同組合仁手支店に移
転しました。
　新しい住所は次のとおりです。
　今後ともよろしくお願いいたします。
＊ 電話番号及びファックスについては変更あり
ません。

　〒 367－ 0005
　　本庄市久々宇 318番地 1
　　TEL：0495 － 24－ 2755（代表）
　　FAX：0495 － 21－ 5516

※ 上記のほか、使用済み切手・ベルマーク等寄贈いただいた物品を施設
等各収集団体へお送りいたしました。ご協力ありがとうございました。

　氏　　　名　・　団　　体　　等 摘要（円）
ユニー㈱アピタ本庄店 55,089
たまり漬け一座　代表　小暮　守 10,000
K・K 100,011
本庄市花の会 12,000
本庄婦人会末広町支部 20,929
関本千惠子 12,000
児玉商工会女性部　部長　新居幸子 20,000
坂本晃一 30,000
㈲児玉自動車工業所 50,000
旭公民館クラブ活動発表会実行委員会 977
濱田会 59,200
佐藤千鶴子 9,000
河野千惠子 50,000
本庄市赤十字奉仕団 20,710

匿名（10件） 5,108,239
みのり絵手紙クラブ　　 友愛通信用絵ハガキ多数

匿名（１件）　　 　ボールペン・ノート多数

㈱文林堂印刷所 車いす１台
匿名（１件） 車いす１台
匿名（１件） 紙おむつ１箱
匿名（１件） 雑巾多数

本庄駅

中山道

Ｒ17号

至高崎 至熊谷

あおぞら館
仁手小学校

本庄第一高校
★

本庄北高校

本庄寄居線

本庄市役所
本庄警察署

鈑金 日産 日産

ベルク セブン
イレブン

ヤマダ電機

本庄市社会福祉協議会Ｎ

派遣件数 113 件

来所者数 75 人

生　活
医　療
教　育
職　業

その他

派遣件数・来所者数
（平成 23 年 3 月～ 5 月）

内　

訳
協　会

 

人
事
異
動

退　

職

平
成
23
年
３
月
31
日
付

　

次　

長　
　

飯
島
康
則

　

主　

査　
　

中
澤
さ
と
し

平
成
23
年
４
月
30
日
付

　

主　

任　

 　

藤
巻
文
代

就　

任

平
成
23
年
４
月
１
日
付

　

次　

長　
　

武
田
欽
一
郎

本庄市児玉郡広域聴覚障害者福祉協会・本庄市児玉郡広域手話通訳問題研究会 2,000
手話サークル 1,000
井河自動車㈱ 5,000

　

未
曾
有
の
大
災
害
と
な
っ

た
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
３

か
月
、
被
災
地
で
は
復
興
の

た
め
の
活
動
が
よ
う
や
く
軌

道
に
乗
り
始
め
ま
し
た
。
阪

神
淡
路
大
震
災
や
新
潟
県
中

越
沖
地
震
な
ど
を
経
験
し
た

我
が
国
は
大
き
な
災
害
が
起

こ
っ
た
と
き
に
混
乱
を
招
か

な
い
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
自
然
の
力
の
前
に
は
科

学
の
進
歩
も
な
す
術
が
な
く
、

復
興
に
は
相
当
の
時
間
が
か

か
り
そ
う
で
す
。

　

さ
て
、
本
庄
市
で
は
平
成

22
年
度
か
ら
災
害
時
要
支
援

者
登
録
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
災
害
発
生
時
に
ひ

と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
や
障

害
者
の
方
を
近
く
に
お
住
ま

い
の
方
達
が
手
助
け
す
る
と

い
う
シ
ス
テ
ム
な
の
で
す
が
、

聴
覚
障
害
者
は
ど
う
で
し
ょ

う
？
見
か
け
上
は
健
康
で
手

助
け
は
必
要
な
い
と
大
抵
の

方
は
お
考
え
だ
と
思
い
ま
す

が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
の

で
す
。

　

例
え
ば
津
波
や
土
石
流
の

お
そ
れ
が
あ
る
の
で
避
難
が

必
要
な
場
合
、
防
災
行
政
無

線
の
聞
こ
え
な
い
聴
覚
障
害

者
は
逃
げ
遅
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
原
発
事
故
に
伴

い
屋
内
退
避
命
令
が
出
て
も

情
報
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
聴

覚
障
害
者
は
出
歩
い
て
被
爆

し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
は
フ
ァ
ッ

ク
ス
や
携
帯
電
話
も
ほ
と
ん

ど
使
え
ず
、
広
報
車
の
呼
び

か
け
も
聞
こ
え
な
い
聴
覚
障

害
者
に
と
っ
て
、
ご
近
所
の

み
な
さ
ん
の
お
声
が
け
が
一

番
の
情
報
提
供
な
の
で
す
。

22 
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